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我々の研究室では種々の組織型の肉腫から細胞株の樹立を行ってきた。細胞株は研究の

目的ではなくツールである。我々は有用なツールを必要としている。そこで細胞株にとっ

て有用性とは何かを考えた。細胞株にとっての有用性は、使用する研究の目的ごとに異な

る。すなわち「何の研究に使えるかわかりやすい細胞株」および「自分の研究にマッチし

た細胞株」が有用である。例えば、我々は未分化多形肉腫(undifferentiated pleomorphic 

sarcoma; UPS)の細胞株を腫瘍組織から樹立した。 

樹立した細胞株は遺伝子のコピー数異常を有していた。また、多様な細胞形態、増殖

能、浸潤性、細胞塊形成、マウス体内での腫瘍形成能を示し、薬剤スクリーニングに使用

することができる。我々の UPS細胞株は上記の細胞特性に対応する臨床事象に興味のある

研究者にとっては有用であろう。このように用途がわかりやすい細胞株が有用であると考

えている。 
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